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今年も梅雨の季節がやってきました。この時季は、蒸し暑い日もあれば肌寒く感じる日もあるなど、寒暖差

がみられます。体がまだ暑さに慣れていないために「熱中症」になることもあり、注意が必要です。 

またジメジメとして湿気が多いことから「食中毒」も起こりやすくなります。さらに梅雨時は、傘で視界が悪くな

ったり、足もとが滑りやすかったりと事故やケガも多くなります。十分に注意して生活してくださいね。 

 

 

梅雨時も熱中症にご用心！ 
熱中症といえば、真夏に起こるものと思われがち 

ですが、実は梅雨時にも注意が必要です。 

★注意 その１ 梅雨の晴れ間に急に気温が上がった時 

   この時期はまだ体が暑さに慣れておらず、効率よく汗 

をかくことができません。そのため体温調節がうまくいか 

ず、熱中症を起こしやすくなります。 

★注意 その２ 蒸し蒸しして湿度が高い時 

   湿度が高いと、かいた汗が乾きにくく、熱が体に 

こもりやすくなってしまいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



食中毒に注意！ 
     原因となる細菌が食物と一緒に体内に入り、 

細菌自体やそれが出す毒素によって胃腸などに 

障害が引き起こされることを「食中毒」といい 

ます。主な症状は腹痛・発熱・下痢・嘔吐など 

です。また、症状が現れるまでの時間は様々で、 

遅いものでは体内に入ってから３日後ぐらいに 

発症するものもあります。 

       

 

 

 

 

 

元気ですか？あなたの歯肉（歯茎） 

歯周病とは・・・ 

歯肉炎や歯周炎(歯槽膿漏)の総称で、その主な原因は、歯と歯肉の隙間についた歯垢です。 

歯垢の中にひそんでいる細菌により、歯肉が炎症をおこした状態が歯肉炎です。 

さらに炎症が進行して、歯周ポケット(歯と歯肉の隙間の溝)ができて、歯を支える土台の骨(歯 

槽骨)が壊されていくのが歯周炎です。 

    歯周病の予防には、日常の歯みがきで、歯と歯肉の隙間の歯垢を丁寧に落とすことが大切で 

す。歯肉炎の段階であれば、しっかり歯みがきをすることで、腫れも引いて、治すことができ 

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

★学校で気を付けること 
・食事の前には手洗いをすること 

・弁当は涼しいところで保管すること 

（必要ならば保冷剤も利用してください） 

６月４日～６月１０日は 
「歯と口の健康週間」でした。 


